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５ 章 コンクリート橋上部工

5.1 コンクリート主桁製作工

5.1.1 プレテンション桁購入工

5.1.2 ポストテンションＴ（Ⅰ）桁製作工

5.1.3 ＰＣホロースラブ製作工

5.1.4 ＲＣ場所打ホロースラブ製作工

5.1.5 ＰＣ箱桁製作工

5.1.6 プレビーム桁製作工

5.1.7 ＰＣ片持製作工

5.2 架設工

5.2.1 プレキャストセグメント主桁組立工

5.2.2 プレビーム桁架設工

5.2.3 ＰＣ片持架設工

5.3 架設支保工

5.4 横組工

5.4.1 プレテンション桁

5.4.2 ポストテンションＴ桁

5.5 支承工

5.6 仮設工

5.6.1 足場設備工

5.6.2 防護設備工

5.6.3 登り桟橋工

5.7 橋梁付属物工

5.7.1 伸縮装置工

5.7.2 排水装置工
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５章 コンクリート橋上部工

５．１ コンクリート主桁製作工

５．１．１ プレテンション桁購入工

１．適用

プレテンション桁橋の主桁購入工に適用する。

２．数量算出項目

主桁の本数、質量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規 格 単 位 数 量 備 考

項 目

主桁本数 本

○

主桁質量 ｔ
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５．１．２ ポストテンションＴ（Ｉ）桁製作工

１．適用

ポストテンションＴ（Ｉ）桁橋の主桁製作工に適用する。

２．数量算出項目

鉄筋、コンクリート、ＰＣケーブル、ＰＣ緊張等の数量を算出する。

（１）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単 位 数 量 備 考

型 枠 ○ ㎡ 鋼製型枠面積算出用

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ○ ｍ３ 型枠工､養生工､主桁製作用足場工を含む

Ｐ Ｃ ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ ○ ｍ(㎏)

Ｐ Ｃ 緊 張 ○ ｹｰﾌﾞﾙ 定着装置を含む

３．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

桁長別に桁本数を取りまとめる。

また、桁の形状が異なるごとに桁１本当りの数量を算出し集計する。

（１）型枠

型枠面積は、側部及び端部面積のみとし、定着部面積は考慮しない。

底型枠は、主桁製作台を利用する。

（２）コンクリート

桁１本当りの質量も算出する。

（３）ＰＣケーブル

ケーブル延長は、定着具内面間の実延長とし、ケーブルの種類ごとにケーブル延長及び質量

を算出する。

ケーブルの種類 シ ー ス 径

1300KN(130t)型(7S12.7B) φ５５
2200KN(225t)型(12S12.7B) φ６５
3100KN(320t)型(12S15.2B) φ７５

（４）ＰＣ緊張

ケーブルの種類ごとに算出する。
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５．１．３ ＰＣホロースラブ製作工

１．適用

ポストテンション場所打ホロースラブ橋の主桁製作工に適用する。

２．数量算出項目

円筒型枠、鉄筋、コンクリート、ＰＣケーブル、ＰＣ緊張、接続工、落橋防止装置、支承等

の数量を算出する。

（１）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単 位 数量 備 考

円 筒 型 枠 ○ ｍ

鉄 筋 ○ ｔ

型枠工及び養生工の数量は、ｺﾝｸﾘｰﾄ工に含
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ○ ｍ３

むため算出する必要はない

ｸﾞﾗｳﾄ及びシースの数量は、ＰＣケーブル
Ｐ Ｃ ｹ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ ○ ｍ

工に含むため算出する必要はない

定着装置の数量は、ＰＣ緊張にを含むため
Ｐ Ｃ 緊 張 ○ ｹｰﾌﾞﾙ

算出する必要はない

接 続 工 ○ 組

支 承 ○ 個

落橋防止装置 ○ 組

注）架設支保工については、「第３編（道路編）５章５．３架設支保工」によるものとする。

３．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

各連ごとに数量を取りまとめる。

（１）円筒型枠

径ごとに円筒型枠の延長を算出する。

なお、円筒型枠１ｍ当りの取付バンド、受台、締め付けボルト数についても算出する。

（２）鉄筋

鉄筋の数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３.1鉄筋工」に

より算出する。

（３）コンクリート

コンクリート量の算出にあたっては、打設回数に応じて集計する。
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（４）ＰＣケーブル

ケーブルの延長は、定着装置内面間の実延長とする。

（５）ＰＣ緊張

ＰＣケーブルの接続の有無及び緊張区分（両締め、片締め）定着装置の種類（緊張用、固定

用）ごとに算出する。

なお、定着装置の名称・規格等については、備考欄に明記する。

（６）接続工

ＰＣ定着工法にてケーブル接続が必要な場合計上する。

接続具はモノグリップ型とする。

なお、接続具の名称・規格等については備考欄に明記する。

（７）落橋防止装置

落橋防止装置は、ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置である。

なお、落橋防止装置１組当りの伸縮スポンジ、緩衝パッキン、支圧板、座金、ＰＣ鋼材、ナ

ット、シース等の数量についても算出する。

（８）支承

支承は、道路橋示方書でいうタイプＢのゴム支承である。金属支承については、「第３編

（道路編）４章４．４鋼橋架設工」によることとする。

なお、支承１個当りの無収縮モルタル量（ｍ３）についても算出する。



3-5-6

５．１．４ ＲＣ場所打ホロースラブ製作工

１．適用

ＲＣ場所打ホロースラブ橋の主桁製作工に適用する。

２．数量算出項目

円筒型枠、鉄筋、コンクリート、落橋防止装置、支承等の数量を算出する。

（１）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単位 数 量 備 考

円 筒 型 枠 ○ ｍ

鉄 筋 ○ ｔ

型枠工及び養生工の数量は、ｺﾝｸﾘｰﾄ工に
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ○ ｍ３

含むため算出する必要はない

落橋防止装置 ○ 組

支 承 ○ 個

注）架設支保工については、「第３編（道路編）５章５．３架設支保工」によるものとする。

３．数量計算方法

数量の算出は､「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

各連ごとに数量を取りまとめる。

（１）円筒型枠

径ごとに円筒型枠の延長を算出する。

なお、円筒型枠１ｍ当りの取付バンド、受台、締め付けボルト数についても算出する。

（２）鉄筋

鉄筋の数量は､「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３.1鉄筋工」により算出する。

（３）コンクリート

コンクリート量の算出にあたっては、打設回数に応じて集計する。

（４）落橋防止装置

落橋防止装置は、ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置である。

なお、落橋防止装置１組当りの伸縮スポンジ、緩衝パッキン、支圧板、座金、ＰＣ鋼材、ナ

ット、シース等の数量についても算出する。

（５）支承

支承は、道路橋示方書でいうタイプＢのゴム支承である。金属支承については、「第３編

（道路編）４章４．４鋼橋架設工」によることとする。

なお、支承１個当りの無収縮モルタル量（ｍ３）についても算出する。
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５．１．５ ＰＣ箱桁製作工

１．適用

ポストテンション場所打箱桁橋の主桁製作工（場所打固定式支保工法によるＰＣ定着工法）

に適用する。

２．数量算出項目

鉄筋、コンクリート、ケーブル・緊張、接続工、落橋防止装置、支承等の数量を算出す

る。

（１）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単 位 数 量 備 考

鉄 筋 ○ ｔ

型枠工及び養生工の数量は、ｺﾝｸﾘｰﾄ工に
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ○ ｍ３

含むため算出する必要はない。

ｸﾞﾗｳﾄ、シース及び定着装置の数量は、
ｹｰﾌﾞﾙ・緊張 ○ ｹｰﾌﾞﾙ ケーブル・緊張工に含むため算出する必

要はない

接 続 工 ○ 組

支 承 ○ 個

落橋防止装置 ○ 組

注）架設支保工については、「第３編（道路編）５章５．３架設支保工」によるものとする。

３．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

各連ごとに数量を取りまとめる。

（１）鉄筋

鉄筋の数量は､「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３.1鉄筋工」により算出する。

（２）コンクリート

コンクリート量の算出にあたっては、打設回数に応じて集計する。

（３）ケーブル・緊張

ＰＣケーブルの延長は、定着装置内面間の実延長とし、ＰＣケーブルの種類及び緊張方法

（縦、横、鉛直締め）、ＰＣケーブルの接続の有無（縦締めケーブルに限る）、緊張区分（両、

片締め）、定着装置の種類（緊張、固定用）ごとにＰＣケーブル数（ｹｰﾌﾞﾙ）を算出する。

なお、定着装置の名称・規格等については、備考欄に明記する。
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（４）接続工

ＰＣ定着工法にてケーブル接続が必要な場合計上する。

接続具はモノグリップ型とする。

なお、接続具の名称・規格等については備考欄に明記する。

（５）落橋防止装置

落橋防止装置は、ＰＣ鋼棒又はケーブルによって連結される落橋防止装置である。

なお、落橋防止装置１組当りの伸縮スポンジ、緩衝パッキン、支圧板、座金、ＰＣ鋼材、ナ

ット、シース等の数量についても算出する。

（６）支承

支承は、道路橋示方書でいうタイプＢのゴム支承である。金属支承については、「第３編

（道路編）４章４．４鋼橋架設工」によることとする。

なお、支承１個当りの無収縮モルタル量（ｍ３）についても算出する。
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５．１．６ プレビーム桁製作工

１．適用

プレビーム桁の製作工に適用する。

２．数量算出項目

主桁，鉄筋、コンクリート，型枠，ﾌﾟﾚﾌﾚｸｼｮﾝ、リリースを区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格、仕様とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規格・仕様 単位 数 量 備 考

項 目

主桁製作設備 × 基

鉄 筋 ○ ｔ

コンクリート ○ â 下フランジ，ウェブ

型 枠 ○ ㎡

ﾌﾟﾚﾌﾚｸｼｮﾝ × 回 桁２本当り回数

リリース × 回 〃

主桁解体 × 本

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）主桁製作設備は以下の内訳で算出する。

区 分
規格・仕様 単位 数 量 備 考

項 目

主桁製作設備 × 基

足場 × ｍ

（２）型枠

型枠は鋼製型枠（下フランジ）と木製型枠（ウェブ）に区分する。
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５．１．７ ＰＣ片持製作工

１．適用

ＰＣ橋のうち最大支間長１７０ｍ以下で２主桁の場所打ち片持ち製作工（斜張橋は除く）

を対象とする。

２．数量算出項目

型枠、鉄筋、コンクリート、ＰＣケーブル、ＰＣ鋼棒、ＰＣ鋼棒継手、緊張等の数量を

算出する。

（１）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単位 数 量 備 考

型 枠 ㎡

鉄 筋 ｔ

コンクリート â 養生工含む

PCｹｰﾌﾞﾙ定着 箇所 ｼｰｽ及びｸﾞﾗｳﾄを含む

PCｹｰﾌﾞﾙ

PCｹｰﾌﾞﾙ緊張工 箇所

PC鋼棒継手工 箇所

PC鋼棒

PC鋼棒定着工 箇所 定着装置を含む

３．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

各連ごとに数量をとりまとめる。

（１）型枠

型枠は鋼製型枠と木製型枠に下記内容で区分する。
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区 分
規格・仕様 単位 数 量 備 考

項 目

片持部 外型枠

底型枠 ｍ２ 鋼製型枠

片持部（内型枠、

小口型枠）

柱頭部

側径内部

中央閉合部 ｍ２ 木製型枠

（２）鉄筋

鉄筋の数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３.1鉄筋工」により算出する。

（３）コンクリート

コンクリートの数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．１コンクリート工」

により算出する。

（４）ＰＣ鋼棒工

ＰＣ鋼棒の延長は、アンカープレート内面間の実延長とし、ＰＣ鋼棒の種類ごとにＰＣ鋼棒

の延長を算出し、鋼材長より質量を算出する。

（５）ＰＣ鋼棒継手工

必要に応じて計上すると共に普通継手とＧ継手に区分する。

（６）ＰＣ鋼棒定着工

固定側の定着を算出するものとする。

（７）ＰＣ鋼棒緊張工（緊張側の定着装置取付含む）

下記の内訳で算出する。

区 分
規 格 単位 数 量 備 考

項 目

縦 締 φ ○○○ 箇所

横 締 〃 箇所

鉛直斜締 〃 箇所

（８）ＰＣケーブル

ＰＣケーブルの延長は、定着装置内面の実延長とし、ＰＣケーブルの種類ごとにＰＣケーブ

ルの延長を算出し、鋼材長より質量を算出する。
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（９）ＰＣケーブル定着工

片引きとする場合に固定側の定着装置を組立、取付する作業である。

下記の内訳で算出する。

区 分

規 格 単位 数 量 備 考

項 目

縦 締 φ ○○○ 箇所

横 締 〃 箇所

（１０）ＰＣケーブル緊張工

緊張側の定着装置の組立、取付け及びＰＣケーブルの緊張作業である。

下記の内訳により算出する。

区 分

規 格 単位 数 量 備 考

項 目

縦 締（両引き） φ ○○○ 箇所

縦 締（片引き） 〃 箇所

横 締 〃 箇所
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５．２ 架設工

５．２．１ プレキャストセグメント主桁組立工

１．適用

プレキャストセグメント工法の主桁組立工に適用する。

２．数量算出項目

主桁組立本数、ＰＣケーブルの長さを区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規 格 単位 数量 備 考

項 目

セグメント主桁組立 × 本

セグメント主桁 × ｔ

ＰＣケーブル ○ ｍ

（１）規格

規格はＰＣケーブルの種類とする。

ケーブル 1300ｋＮ(130ｔ)型(7Ｓ12.7Ｂ,8Ｓ12.4Ａ)

2200ｋＮ(225ｔ)型(12Ｓ12.7Ｂ)

3100ｋＮ(320ｔ)型(12Ｓ15.2Ｂ)

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるもの

とする。

（１）セグメント主桁組立は主桁分割数を算出する。

（２）セグメント主桁は主桁分割数ごとの質量を算出する。

（３）ＰＣケーブルは桁１本当りの長さを算出する。
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５．２．２ プレビーム桁架設工

１．適用

プレビーム桁の架設工に適用する。

２．数量算出項目

主桁本数，鉄筋の質量、コンクリートの体積，足場の延長，型枠の面積，ブロック桁の

本数，横桁取付箇所数，部分プレストレスの径間数を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格、仕様とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規格・仕様 単位 数 量 備 考

項 目

ブロック桁組立 ○ 本

横桁取付 × 箇所

部分プレストレス × 径間

鉄 筋 ○ ｔ

コンクリート ○ â 床版，横組

型 枠 × ㎡

足 場 × ㎡

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）ブロック桁組立は、鋼材質量を算出する。
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５．２．３ ＰＣ片持架設工

１．適用

ＰＣ橋のうち最大支間長１７０ｍ以下で２主桁の場所打ち片持ち架設工（斜張橋は除く）

を対象とする。

２．数量算出項目

各支保工、剛結工、作業車組立解体、作業車移動据付工、作業車ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ工、作業車引戻

工の数量を算出する。

（１）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単位 数 量 備 考

架設支保工 空m3 側径間部(くさび結合支保､支柱支保)

柱頭部仮支承 m3 鉄筋､型枠工､ｺﾝｸﾘｰﾄ､仮支承撤去取壊含む

柱頭部仮支承

剛結工 箇所

ブラケット式支保式 空m3 柱頭部（上支保工、本体工）

ｔ 柱頭部（本体工）

吊支保工 ｔ 中央閉合部

枠組式支保工 空m3 張出床版部、箱桁内部

作業車組立解体工 1台1回

作業車移動据付工 〃

作業車ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ工 〃

作業車引戻工 ｍ

３．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

各連ごとに数量をとりまとめる。
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（１）架設支保工

１）側径間部くさび結合支保

「第３編（道路編）５章コンクリート橋上部工 ５．３ 架設支保工 ２．くさび結合支

保工」による。

２）側径間部支柱式支保

「第３編（道路編）５章コンクリート橋上部工 ５．３ 架設支保工 ３．支柱支保工」

による。

（２）柱頭部仮支承

柱頭部仮支承（鉄筋加工組立、型枠製作設置撤去、コンクリート打設、仮支承部取り壊し及

び撤去作業である。）としてコンクリート量を算出する。

（３）剛結工

剛結工は以下の内訳で算出する。

１）ＰＣ鋼棒工

「第３編（道路編）５章コンクリート橋上部工 ５．１コンクリート主桁製作工 ５．１．

７ ＰＣ片持製作工（４）ＰＣ鋼棒工」による。

２）ＰＣ鋼棒継手工

「第３編（道路編）５章コンクリート橋上部工 ５．１コンクリート主桁製作工 ５．１．

７ ＰＣ片持製作工（５）ＰＣ鋼棒継手工」による。

３）ＰＣ鋼棒定着工

「第３編（道路編）５章コンクリート橋上部工 ５．１コンクリート主桁製作工 ５．１．

７ ＰＣ片持製作工（６）ＰＣ鋼棒定着工による。

４）ＰＣ鋼棒緊張工

「第３編（道路編）５章コンクリート橋上部工 ５．１コンクリート主桁製作工 ５．１．

７ ＰＣ片持製作工（７）ＰＣ鋼棒緊張工」による。

５）ＰＣ鋼棒開放工

ＰＣ鋼棒開放工として、鋼棒の箇所数を計上する。

（４）支保工

下記の図より算出する。

（５）作業車ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

作業車の下部構造を引き上げる作業をいう。

（６）作業車引き戻し工

作業車を解体作業位置まで引き戻す作業をいう。
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○ 柱頭部支保工（参考図）

〈ブラケット式支保工〉

（１）ブラケット式上支保、張出床版部

支保工空ｍ３＝着色部断面積×長さ

（２）箱桁内部

支保工費を算出する場合の支保工空ｍ３数は、下図の着色部の数量とする。
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５．３ 架設支保工

１．適用

場所打コンクリート床版橋（箱桁を含む）の支保工に適用する。

くさび結合支保を標準とし、くさび結合支保が困難な開口部等は支柱支保工を設置する。

ただし、開口部が必要な箇所（必要最小限の幅・高さ）に限り設置するものとし、他の部分は、

くさび結合支保を使用した併用式支保とする。

２．くさび結合支保工

（１）くさび結合支保

１）数量算出項目

くさび結合支保の空体積を区分ごとに算出する｡

２）区分

区分は、支保耐力、支保高さとする。
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ａ）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
支保耐力(kN/㎡) 支保高さ(ｍ) 単位 数 量 備 考

項 目 (t/㎡)

0.6以上1.2以下

1.2超え3.6以下

19.6以上29.4未満 3.6超え6.0以下

(2.0以上3.0未満) 6.0超え8.4以下

8.4超え11.0以下

11.0超え13.4以下

0.6以上1.2以下

1.2超え3.6以下

29.4以上39.2未満 3.6超え6.0以下

(3.0以上4.0未満) 6.0超え8.4以下

8.4超え11.0以下

11.0超え13.4以下

0.6以上1.2以下

1.2超え3.6以下

39.2以上49.0未満 3.6超え6.0以下

(4.0以上5.0未満) 6.0超え8.4以下

8.4超え11.0以下

くさび結合 11.0超え13.4以下 空ｍ３

支 保 0.6以上1.2以下

1.2超え3.6以下

49.0以上58.8未満 3.6超え6.0以下

(5.0以上6.0未満) 6.0超え8.4以下

8.4超え11.0以下

11.0超え13.4以下

0.6以上1.2以下

1.2超え3.6以下

58.8以上68.6未満 3.6超え6.0以下

(6.0以上7.0未満) 6.0超え8.4以下

8.4超え11.0以下

11.0超え13.4以下

0.6以上1.2以下

1.2超え3.6以下

68.6以上78.5以下 3.6超え6.0以下

(7.0以上8.0以下) 6.0超え8.4以下

8.4超え11.0以下

11.0超え13.4以下
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３）数量算出方法

数量の算出は､「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

ａ）１セット当り施工量（Ⅴ）及び支保耐力（Ｐ）を次式により算出する。

（注）１セットとは、単純支持梁の場合は１径間、連続梁の場合は１連続をいう。

① １セット当りの施工量（Ⅴ）

Ⅴ＝(Ｗ＋2.4）×Ｈ×Ｌ（空ｍ３）・・・・式２．１

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｈ：平均桁下高さ（ｍ）

Ｌ：１セット当り施工延長（ｍ）

※ 開口部が必要とする場合の１セット当り施工量（Ｖｍ）

Ｖｍ＝式２．１－式３．１ （空ｍ３)・・・・式２．２

（支柱支保延長（ｍ）＝開口部延長（Ｌ）＋１．０）

② 支保耐力（Ｐ）

Ｗ
Ｐ＝（2.81×d＋0.4）× ― ×９．８０６６５（ｋＮ／ｍ２）・・・式２．３

Ｗ1

ｄ：平均コンクリート厚（ｍ）

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｗ1：中央床版幅（ｍ）

ｂ）くさび結合支保工概念図

注）ｄは、Ｗに対する平均コンクリート厚であり、中空部、地覆部及び変断面図等を

考慮し算出する。

なお、ｄの算定式は、

ｄ＝ｺﾝｸﾘｰﾄ体積（ｍ３）÷［Ｗ（ｍ）×桁長（ｍ）］ （ｍ）

とする。

養生ネット

安全手摺

大引受ジャッキ

ブレース材

作業床（全面敷き）

支柱材

横継材

ジャッキベース

ＧＬ

Ｗ１

Ｗ

基礎工

Ｈ

1.2m

（参考）１セット概略図

（例）２径間連続＋単純の場合

１セット １セット
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（２）基礎用鋼材

１）数量算出項目

基礎用鋼材の敷設面積を算出する。

ａ）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単位 数 量 備 考

基礎用鋼材 ○ ｍ２

注）砂利等が必要な場合及び撤去する場合は別途算出する。

３．支柱支保工

（１）支柱支保

１）数量算出項目

支柱支保の空体積を区分ごとに算出する｡

２）区分

区分は、開口部延長、支保耐力、支保高さとする。

（参考）基礎用鋼材敷設面積算出方法

基礎用鋼材敷設面積＝１０×２０＝２００ｍ
２

矢
板

矢
板

矢
板

矢
板

矢
板 １０ｍ

２０ｍ
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ａ）数量算出項目及び区分一覧表

区 分 開口部 支保耐力 支 保 高 さ

延 長 (kN/㎡) 単 位 数 量 備 考

項 目 （ｍ） (t／㎡) （ｍ）

1.5以上4.6未満

19.6以上29.4未満 4.6以上7.6未満

(2.0以上3.0未満) 7.6以上10.6以下

1.5以上4.6未満

29.4以上39.2未満 4.6以上7.6未満

７以下 (3.0以上4.0未満) 7.6以上10.6以下

1.5以上4.6未満

39.2以上49.0未満 4.6以上7.6未満

(4.0以上5.0未満) 7.6以上10.6以下

1.5以上4.6未満

49.0以上58.8未満 4.6以上7.6未満

(5.0以上6.0未満) 7.6以上10.6以下

1.6以上4.8未満

支柱支保 19.6以上29.4未満 4.8以上7.8未満 空ｍ３

(2.0以上3.0未満) 7.8以上10.8以下

1.6以上4.8未満

29.4以上39.2未満 4.8以上7.8未満

10以下 (3.0以上4.0未満) 7.8以上10.8以下

1.6以上4.8未満

39.2以上49.0未満 4.8以上7.8未満

(4.0以上5.0未満) 7.8以上10.8以下

1.6以上4.8未満

49.0以上58.8未満 4.8以上7.8未満

(5.0以上6.0未満) 7.8以上10.8以下

1.8以上4.8未満

19.6以上29.4未満 4.8以上7.8未満

(2.0以上3.0未満) 7.8以上10.8以下

1.8以上4.8未満

29.4以上39.2未満 4.8以上7.8未満

13以下 (3.0以上4.0未満) 7.8以上10.8以下

1.8以上4.8未満

39.2以上49.0未満 4.8以上7.8未満

(4.0以上5.0未満) 7.8以上10.8以下

1.8以上4.8未満

49.0以上58.8未満 4.8以上7.8未満

(5.0以上6.0未満) 7.8以上10.8以下
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３）数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

ａ）支柱支保の施工量（Ｖ）及び支保耐力（Ｐ）を次式により算出する。

① 施工量（Ｖ）

Ｖ＝（Ｗ＋2.4）×Ｈ×（ç＋1.0）（空ｍ３）・・・・式３．１

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｈ：支柱支保高さ Ｈ＝ｈ＋Ａ（ｍ）

ｈ：開口部高さ（ｍ）

Ａ：主桁高さ（ｍ）

ç：開口部延長（ｍ）

※ １開口部において、左右の支保工の高さが異なる場合は、平均支保高さを使用

する。

② 支保耐力（Ｐ）

「２．くさび結合支保工」による。

ｂ）支柱支保工概念図

注）１．ｄは、Ｗに対する平均コンクリート厚であり、中空部、地覆部及び変断面図等を

考慮し算出する。

なお、ｄの算定式は、

ｄ＝ｺﾝｸﾘｰﾄ体積（ｍ３）÷［Ｗ（ｍ）×桁長（ｍ）］ （ｍ）

とする。

２．橋側足場は、別途「５．６仮設工」で計上する。
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（２）支柱受台

１）数量算出項目

Ｈ形鋼の布設延長を算出する。

ａ）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単位 数 量 備 考

Ｈ 形 鋼 ○ ｍ

注）コンクリート基礎が必要な場合は別途算出する。
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５．４ 横組工

５．４．１ プレテンション桁

１．適用

プレテンション桁の横組工に適用する。

２．数量算出項目

鉄筋、コンクリート、ＰＣケーブル、緊張等の数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

項目 規格 単位 数量 備考

鉄 筋 ○ ｔ

コンクリート ○ ｍ３ 型枠工及び養生工の数量は、ｺﾝｸﾘｰﾄ工に

含むため算出する必要はない

ＰＣケーブル ○ ｍ グラウト及びシースの数量はＰＣ工に含

むため算出する必要はない

緊 張 ○ ケーブル

注）１．特別な養生が必要な場合は別途算出する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）鉄筋

鉄筋の数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３.1鉄筋工」により算出する。

（２）コンクリート

横桁及び間詰コンクリートの数量を算出する。

（３）ＰＣケーブル

ＰＣケーブルの延長は、定着装置内面間の実延長とし、ＰＣケーブルの種類ごとにＰＣケー

ブル延長を算出する。

（４）緊張

ＰＣケーブルの種類及び定着装置の種類（緊張用、固定用）ごとに算出する。

（５）養生

特別な養生が必要な場合、養生面積は、間詰床版の面積とする。
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５．４．２ ポストテンションＴ桁

１．適用

ポストテンション桁の横組工に適用する。

２．数量算出項目

鉄筋、コンクリート、ＰＣケーブル、緊張等の数量を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

項目 規格 単位 数量 備考

鉄 筋 ○ ｔ

コンクリート ○ ｍ３ 型枠工及び養生工の数量は、ｺﾝｸﾘｰﾄ工に

含むため算出する必要はない

ＰＣケーブル ○ ｍ グラウト及びシースの数量はＰＣ工に含

むため算出する必要はない

緊 張 ○ ケーブル

注）１．特別な養生が必要な場合は別途算出する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）鉄筋

鉄筋の数量は、「第１編（共通編）４章コンクリート工 ４．３.1鉄筋工」により算出する。

（２）コンクリート

横桁及び間詰コンクリートの数量を算出する。

（３）ＰＣケーブル

ＰＣケーブルの延長は、定着装置内面間の実延長とし、ＰＣケーブルの種類ごとにＰＣケー

ブル延長を算出する。

（４）緊張

ＰＣケーブルの種類及び定着装置の種類（緊張用、固定用）ごとに算出する。

（５）養生

特別な養生が必要な場合、養生面積は、間詰床版の面積とする。
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５．５ 支承工

１．適用

コンクリート橋上部工の支承工に適用する。

２．数量算出項目

ゴム支承、ｱﾝｶｰﾊﾞｰ、ｱﾝｶｰｷｬｯﾌﾟ、ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋、防触材、モルタル等の数量を区分ごとに算出

する。

３．区分

区分は規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

項目 規格 単位 数量 備考

ゴム支承 ○ 個（ｍ）

ｱﾝｶｰﾊﾞｰ ○ kg（本）

ｱﾝｶｰｷｬｯﾌﾟ ○ kg（本）

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋 ○ kg（本）

防触材 ○ kg（本）

モルタル ○ ｍ３

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）ゴム支承

Ａタイプ（ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ床版橋用 簡易タイプ）、Ａタイプ（パッドタイプ）、Ｂタイプごとに

算出する。

（２）アンカーバー

規格・径ごとに算出する。

（３）アンカーキャップ

規格・径ごとに算出する。

（４）スパイラル筋

規格・径ごとに算出する。

（５）防触材

アイガス等の数量を算出する。
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（６）モルタル

支承１ｍ又は１個当りの種類別に無収縮モルタル量（ｍ３）を算出する。

５．金属支承

金属支承の数量は、「４章鋼橋上部工 ４．４鋼橋架設工」により算出する。
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５．６ 仮設工

５．６．１ 足場設備工

１．適用

プレテンション桁、ポストテンション桁、プレビーム桁の架設工及びＰＣ片持架設工の足

場設備工に適用する。

２．数量算出項目

足場及び手摺りの数量を算出する

（１）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単位 数 量 備 考

桁下足場 ｍ２ ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ桁(T桁),ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ桁

ﾌﾟﾚﾋﾞｰﾑ桁

側部足場 ｍ ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ桁(ｽﾗﾌﾞ桁)

柱頭部足場 ㎡

PC片持 橋側足場 ｍ

橋面手摺工 ｍ

３．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

（１）桁下足場

足場工は、パイプ吊足場を標準とし、次式により算出する。

Ａ＝Ｗ・Ｌ

Ａ：足場面積（ｍ２）

Ｗ：全幅員（地覆外縁距離又は、壁高欄縁距離）（ｍ）

Ｌ：橋長（ｍ）

（２）側部足場

足場総延長（ｍ）を算出する。

（３）柱頭部足場

Ａ＝橋体幅×柱頭部施工長

Ａ：足場面積（㎡）
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（４）橋側足場

側径間部，中央閉合部の支保工上のみ算出する。

（５）橋面手摺

Ｌ＝橋長×２（ｍ）

橋側足場工

橋面手摺工
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５．６．２ 防護設備工

１．適用

プレテンション桁、ポストテンション桁、プレビーム桁の架設工及びＰＣ片持架設工の防護

設備工に適用する。

２．数量算出項目

ＰＣ防護の面積を算出する。

（１）数量算出項目一覧表

項 目 規格・仕様 単位 数 量 備 考

ＰＣ防護 ｍ２

３．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」によるほか下記の方法によるものとする。

ＰＣ防護（朝顔を含む）は、桁下に鉄道、道路等があり第三者に危害を及ぼす恐れのある場合

に設置するものとし、次式により算出する。

Ａ＝全幅員×必要長

Ａ：防護設備工必要面積（㎡）

・ＰＣ片持架設

柱頭部、中央閉合部における必要面積を算出するものとし、次式を標準とし算出する。

（柱頭部）

Ａ＝｛（橋体幅＋１０００×２）×Ｈ１＋柱頭部施工長×Ｈ２｝×２

Ａ＝防護設備必要面積（㎡）

Ｈ１＝柱頭部足場高（ｍ）

Ｈ２＝張出床版支保高さ（ｍ）

（中央閉合部）

Ａ＝｛Ｌ×２＋（ç１＋ç２）×２｝×Ｈ３

Ａ＝防護設備必要面積（㎡）

Ｈ３＝張出床版支保高さ（ｍ）
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５．６．３ 登り桟橋工

登り桟橋の数量は、「４章鋼橋上部工 ４．５仮設工」により算出する。



3-5-33 

５．７ 橋梁付属物工 

 ５．７．１ 伸縮装置工 

 

 伸縮装置の数量は、「４章鋼橋上部工 ４．７橋梁付属物工」により算出する。 

 

 

 

 ５．７．２ 橋梁排水管設置工 

 

 排水管設置の数量は、「４章鋼橋上部工 ４．７橋梁付属物工」により算出する。 

 

 

 

 ５．７．３ 橋梁付属施設設置工 

 

 排水枡、橋名板取付、橋梁用高欄、橋梁用高欄一体式（材料費）、飾り高欄、飾り高欄（材

料費）の数量は、「４章鋼橋上部工 ４．１．２（１）付属物（１）」により算出する。 

 

 




